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トライアスロン

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター

		2019		43945		ー		自転車研修　座学		〇		〇		ー

				43975				コーチング現場研修 ・施設視察 （清水エスパルス・ アザレアセブン）		〇		〇		ー

				43989				早稲田大学水泳部　コーチ研修		〇		〇		ー

				44001				アジア選手権U23ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）①		〇		〇		ー

				44002		44003		アジア選手権U23ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）②		〇				ー

				44004		44005		アジア選手権U24ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）③		〇				ー

				44010				自転車研修「全日本自転車競技選手権大会ロードレース」視察・研修		〇		〇		ー

				44038				コーチング研修（日本体育大学水泳部）		〇		〇		ー

				44039				コーチング研修（清水エスパルス・U15選手権視察・U15合宿）		〇		〇		ー

				44042				自転車研修（港区台場２０２０東京オリンピックトライアスロンバイクコース）　		〇		〇		ー

				44052				コーチング研修・現場視察（トライアスロンノルウェーチーム）		〇		〇		ー

				44071				世界トライアスロンシリーズグランドファイナル（スイス・ローザンヌ）U23・ジュニアチーム帯同		〇		〇		ー

				44073						〇				ー

				44075						〇				ー

				44091				自転車研修　座学		〇		〇		ー

				44092				陸上研修　資生堂ランニングクラブ		〇		〇		ー

				44098				コーチング研修（スウィン大教蓮田校）		〇		ー		ー

				44109		44111		コーチング研修・現場視察（トライアスロンノルウェーチーム）		未確認 ミカクニン		〇		ー

				44119				自転車研修　座学		〇		ー		ー

				44122				トライアスロンジュニアチームの視察・コーチング現場研修		〇		ー		ー

				44177				オーストラリア・ジュニアデベロップキャンプ帯同		〇		〇		ー

				44184				自転車研修座学		〇		〇		ー

				44190				U15鳥取強化合宿		〇		〇		ー

		2020		43849				自転車研修		〇		ー		ー





野球

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







サッカー

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







ラグビー

		氏名 シメイ		年次 ネンジ		期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター

		中村 ナカムラ		2019		43988				福岡リンデンホール小学校　小学生向けラグビー教室 フクオカ ショウガッコウ ショウガク セイ ム キョウシツ		〇				〇

						43997				スタートコーチ研修に参加		〇

						44032		44036		A級コーチ受講 キュウ ジュコウ		〇

						44048		44051		JstarPJ　スポットコーチ		〇				〇

						44054				大分日田ラグビー教室 オオイタ ヒタ キョウシツ		〇				〇





		中嶋 ナカジマ		2019		44044		44045		KOBELCO CUP 全国高校女子合同大会　ラグビークリニック参加・視察		〇				〇

						44060		44061		八戸学院大学　練習参加、MTG実施		〇				〇





		平山 ヒラヤマ		2019		44044		44045		KOBELCOカップ　ラグビークリニックコーチングサポート		〇				〇

						44048		44051		JstarPJ		〇				〇

						44074				岡山県美作市美作カップ　ラグビースクールコーチング　レビュー オカヤマケン ミ サク シ ミ サク		〇				〇









バレーボール

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







プログラム構築

				2018年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		キックオフミーティング（2018年9月4日～5日）

						・事業説明
・アクションプラン作成
・プレインタビュー
・女性コーチの課題に関するディスカッション
 ジギョウ セツメイ サクセイ ジョセイ カダイ カン

				2		第1回インタビュー型学習支援（2018年11月2日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン

						・8月からの活動の進捗確認
・平成28年度、29年度に開発したインタビュー型学習支援の方法を踏襲して実施。 ガツ カツドウ シンチョク カクニン ジッシ

				3		第1回日本体育大学研修会（2018年11月5日） ダイ カイ ニッポン タイイク ダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ

						・コーチングに関する6つの職務の振り返り
・講演：Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー）
・ワークショップ（現在直面している課題解決に向けて）
・自己理解知識
 コウエン シ ゲンザイ チョクメン カダイ カイケツ ム ジコ リカイ チシキ

				4		第2回日本体育大学研修会（2019年1月6日～7日） ダイ カイ ニッポン タイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・欠席者のフォローアップ
・講演：Penny Werthner氏（カルガリー大学キネシオロジー学部教授・学部長）
・海外の女性コーチ事例から学ぶ「ハイパフォーマンス領域の選手・コーチへの支援」
・トレーニング計画立案
・スポーツ科学の導入 ケッセキシャ コウエン シ ダイガク カイガイ ジョセイ ジレイ マナ リョウイキ センシュ シエン ケイカク リツアン カガク ドウニュウ

				5		海外研修プログラム（2019年1月21日～26日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・Sprot for Life Canadian Sumitへの参加 サンカ

				6		第3回日本体育大学研修会（2019年3月5日～7日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ
・スポーツ科学の活用事例・活用方法
・スポーツ科学を活用したトレーニング計画の立案 ケッセキシャ カガク カツヨウ ジレイ カツヨウ ホウホウ

				7		第2回インタビュー型学習支援（2019年3月7日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・中間の振り返りおよびアクションプランの改善
・パネリスト：海外講師および第1期生対象コーチ
・実施方法：①これまでの活動報告　②1 on 1によるインタビュー　③アクションプランの改善　④ディスカッション チュウカン フ カエ カイゼン カイガイ コウシ ダイ キセイ タイショウ ジッシ ホウホウ カツドウ カイゼン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン

				2019年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		第2回インタビュー型学習支援 欠席者フォローアップ（2019年4月11日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ケッセキシャ ネン ガツ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ
・中間の振り返りおよびアクションプランの改善
・パネリスト：第1期生対象コーチ
・実施方法：①これまでの活動報告　②1 on 1によるインタビュー　③アクションプランの改善　④ディスカッション ケッセキ シャ

				2		新規団体キックオフミーティング（2019年7月3日） シンキ ダンタイ ネン ガツ ヒ

						・事業説明
・アクションプラン作成

				3		第1回日本体育大学研修会（2019年7月4日～5日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルについて
・片上先生による講義
・ワークショップ：ケーススタディ カタガミ センセイ コウギ

				4		第1回インタビュー型学習支援（2019年7月6日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・ピアレビュー
・ファシリテーター：対象コーチ タイショウ

				5		海外研修プログラム 事前学習（2019年10月9日） カイガイ ケンシュウ ジゼン ガクシュウ ネン ガツ ヒ

						・海外研修プログラムの概要説明
・国立スポーツ科学センター館内見学
・オーストラリアに関する情報提供（インテリジェンスG）
・ワークショップ：研修を通した課題解決に向けて カイガイ ケンシュウ ガイヨウ セツメイ コクリツ カガク カン ナイ ケンガク カン ジョウホウ テイキョウ ケンシュウ トオ カダイ カイケツ ム

				6		海外研修プログラム（2019年11月2日～9日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・コーチングオブザベーション
・AISカンファレンス参加 サンカ

				7		第2回日本体育大学研修会（2019年11月19日～20日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルの振り返り
・効果的なファシリテーションとは フ カエ コウカテキ

				8		第2回インタビュー型学習支援および海外研修プログラム報告会（2019年11月21日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン カイガイケンシュウ ホウコクカイ ネン ガツ ヒ

						・HPSC内へ公開
・参加者よりインタビューおよびフィードバックを受ける
・海外研修プログラムの報告会 ナイ コウカイ サンカシャ ウ カイガイ ケンシュウ ホウコクカイ

				9		第2回インタビュー型学習支援 フォローアップ（2019年12月20日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・第2回インタビュー型学習支援欠席者のフォローアップ
・第1回～第2回研修会の振り返り、共有
・海外研修プログラムの報告 ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ケッセキシャ ダイ カイ ダイ カイ ケンシュウカイ フ カエ キョウユウ カイガイ ケンシュウ ホウコク

				10		第3回インタビュー型学習支援（2020年2月25日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・2018年度第1回インタビューと同様の設え
・パネリスト：第1期対象コーチ
・欠席者はスカイプで対応 ネン ド ダイ カイ ドウヨウ シツラ ダイ キ タイショウ ケッセキシャ タイオウ

				11		第3回日本体育大学研修会（2020年2月26日～27日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・本プログラムにおける学習の振り返り
・コミュニティーオブプラクティス
・講演：
　Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー） ホン ガクシュウ フ カエ コウエン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修
・合宿の企画・運営 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ ガッシュク キカク ウンエイ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン





PG簡略版

				2018年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		キックオフミーティング（2018年9月4日～5日）

						・事業説明
・アクションプラン作成、プレインタビュー ジギョウ セツメイ サクセイ

				2		第1回インタビュー型学習支援（2018年11月2日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン

						・事業開始からの活動の進捗確認 ジギョウ カイシ カツドウ シンチョク カクニン

				3		第1回日本体育大学研修会（2018年11月5日） ダイ カイ ニッポン タイイク ダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ

						・コーチングに関する6つの職務の振り返り
・講演：Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー）
・ワークショップ（現在直面している課題解決に向けて）、自己理解知識
 コウエン シ ゲンザイ チョクメン カダイ カイケツ ム ジコ リカイ チシキ

				4		第2回日本体育大学研修会（2019年1月6日～7日） ダイ カイ ニッポン タイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・講演：Penny Werthner氏（カルガリー大学キネシオロジー学部教授・学部長）
・海外の女性コーチ事例から学ぶ「ハイパフォーマンス領域の選手・コーチへの支援」
・トレーニング計画立案、スポーツ科学の導入 コウエン シ ダイガク カイガイ ジョセイ ジレイ マナ リョウイキ センシュ シエン ケイカク リツアン カガク ドウニュウ

				5		海外研修プログラム（2019年1月21日～26日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・Sprot for Life Canadian Sumｍitへの参加 サンカ

				6		第3回日本体育大学研修会（2019年3月5日～7日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・スポーツ科学の活用事例・活用方法
・スポーツ科学を活用したトレーニング計画の立案 カガク カツヨウ ジレイ カツヨウ ホウホウ

				7		第2回インタビュー型学習支援（2019年3月7日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・中間の振り返りおよびアクションプランの改善 チュウカン フ カエ カイゼン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン

				2019年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		第2回インタビュー型学習支援 欠席者フォローアップ（2019年4月11日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ケッセキシャ ネン ガツ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ ケッセキ シャ

				2		新規団体キックオフミーティング（2019年7月3日） シンキ ダンタイ ネン ガツ ヒ

						・事業説明、アクションプラン作成

				3		第1回日本体育大学研修会（2019年7月4日～5日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルについて
・片上先生による講義 カタガミ センセイ コウギ

				4		第1回インタビュー型学習支援（2019年7月6日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・ピアレビュー

				5		海外研修プログラム 事前学習（2019年10月9日） カイガイ ケンシュウ ジゼン ガクシュウ ネン ガツ ヒ

						・海外研修プログラムの概要説明、館内見学、オーストラリアに関する情報提供
・ワークショップ：研修を通した課題解決に向けて カイガイ ケンシュウ ガイヨウ セツメイ カン ナイ ケンガク カン ジョウホウ テイキョウ ケンシュウ トオ カダイ カイケツ ム

				6		海外研修プログラム（2019年11月2日～9日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・コーチングオブザベーション
・AISカンファレンス参加 サンカ

				7		第2回日本体育大学研修会（2019年11月19日～20日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルの振り返り
・効果的なファシリテーションとは フ カエ コウカテキ

				8		第2回インタビュー型学習支援および海外研修プログラム報告会（2019年11月21日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン カイガイケンシュウ ホウコクカイ ネン ガツ ヒ

						・HPSC内へ公開し、参加者よりインタビューおよびフィードバックを受ける
・海外研修プログラムの報告会 ナイ コウカイ サンカシャ ウ カイガイ ケンシュウ ホウコクカイ

				9		第2回インタビュー型学習支援 フォローアップ（2019年12月20日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・第2回インタビュー型学習支援欠席者のフォローアップ ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ケッセキシャ

				10		第3回インタビュー型学習支援（2020年2月25日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・本プログラムの総括 ホン ソウカツ

				11		第3回日本体育大学研修会（2020年2月26日～27日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・本プログラムにおける学習の振り返り ホン ガクシュウ フ カエ

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修
・合宿の企画・運営 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ ガッシュク キカク ウンエイ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン






トライアスロン

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター

		2019		43945		ー		自転車研修　座学		〇		〇		ー

				43975				コーチング現場研修 ・施設視察 （清水エスパルス・ アザレアセブン）		〇		〇		ー

				43989				早稲田大学水泳部　コーチ研修		〇		〇		ー

				44001				アジア選手権U23ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）①		〇		〇		ー

				44002		44003		アジア選手権U23ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）②		〇				ー

				44004		44005		アジア選手権U24ナショナルチーム帯同（韓国・慶州）③		〇				ー

				44010				自転車研修「全日本自転車競技選手権大会ロードレース」視察・研修		〇		〇		ー

				44038				コーチング研修（日本体育大学水泳部）		〇		〇		ー

				44039				コーチング研修（清水エスパルス・U15選手権視察・U15合宿）		〇		〇		ー

				44042				自転車研修（港区台場２０２０東京オリンピックトライアスロンバイクコース）　		〇		〇		ー

				44052				コーチング研修・現場視察（トライアスロンノルウェーチーム）		〇		〇		ー

				44071				世界トライアスロンシリーズグランドファイナル（スイス・ローザンヌ）U23・ジュニアチーム帯同		〇		〇		ー

				44073						〇				ー

				44075						〇				ー

				44091				自転車研修　座学		〇		〇		ー

				44092				陸上研修　資生堂ランニングクラブ		〇		〇		ー

				44098				コーチング研修（スウィン大教蓮田校）		〇		ー		ー

				44109		44111		コーチング研修・現場視察（トライアスロンノルウェーチーム）		未確認 ミカクニン		〇		ー

				44119				自転車研修　座学		〇		ー		ー

				44122				トライアスロンジュニアチームの視察・コーチング現場研修		〇		ー		ー

				44177				オーストラリア・ジュニアデベロップキャンプ帯同		〇		〇		ー

				44184				自転車研修座学		〇		〇		ー

				44190				U15鳥取強化合宿		〇		〇		ー

		2020		43849				自転車研修		〇		ー		ー





野球

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







サッカー

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







ラグビー

		氏名 シメイ		年次 ネンジ		期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター

		中村 ナカムラ		2019		43988				福岡リンデンホール小学校　小学生向けラグビー教室 フクオカ ショウガッコウ ショウガク セイ ム キョウシツ		〇				〇

						43997				スタートコーチ研修に参加		〇

						44032		44036		A級コーチ受講 キュウ ジュコウ		〇

						44048		44051		JstarPJ　スポットコーチ		〇				〇

						44054				大分日田ラグビー教室 オオイタ ヒタ キョウシツ		〇				〇





		中嶋 ナカジマ		2019		44044		44045		KOBELCO CUP 全国高校女子合同大会　ラグビークリニック参加・視察		〇				〇

						44060		44061		八戸学院大学　練習参加、MTG実施		〇				〇





		平山 ヒラヤマ		2019		44044		44045		KOBELCOカップ　ラグビークリニックコーチングサポート		〇				〇

						44048		44051		JstarPJ		〇				〇

						44074				岡山県美作市美作カップ　ラグビースクールコーチング　レビュー オカヤマケン ミ サク シ ミ サク		〇				〇









バレーボール

				期間 キカン				活動内容 カツドウ ナイヨウ		対象コーチ タイショウ		モニタリング		メンター







プログラム構築

				2018年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		キックオフミーティング（2018年9月4日～5日）

						・事業説明
・アクションプラン作成
・プレインタビュー
・女性コーチの課題に関するディスカッション
 ジギョウ セツメイ サクセイ ジョセイ カダイ カン

				2		第1回インタビュー型学習支援（2018年11月2日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン

						・8月からの活動の進捗確認
・平成28年度、29年度に開発したインタビュー型学習支援の方法を踏襲して実施。 ガツ カツドウ シンチョク カクニン ジッシ

				3		第1回日本体育大学研修会（2018年11月5日） ダイ カイ ニッポン タイイク ダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ

						・コーチングに関する6つの職務の振り返り
・講演：Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー）
・ワークショップ（現在直面している課題解決に向けて）
・自己理解知識
 コウエン シ ゲンザイ チョクメン カダイ カイケツ ム ジコ リカイ チシキ

				4		第2回日本体育大学研修会（2019年1月6日～7日） ダイ カイ ニッポン タイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・欠席者のフォローアップ
・講演：Penny Werthner氏（カルガリー大学キネシオロジー学部教授・学部長）
・海外の女性コーチ事例から学ぶ「ハイパフォーマンス領域の選手・コーチへの支援」
・トレーニング計画立案
・スポーツ科学の導入 ケッセキシャ コウエン シ ダイガク カイガイ ジョセイ ジレイ マナ リョウイキ センシュ シエン ケイカク リツアン カガク ドウニュウ

				5		海外研修プログラム（2019年1月21日～26日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・Sprot for Life Canadian Sumitへの参加 サンカ

				6		第3回日本体育大学研修会（2019年3月5日～7日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ
・スポーツ科学の活用事例・活用方法
・スポーツ科学を活用したトレーニング計画の立案 ケッセキシャ カガク カツヨウ ジレイ カツヨウ ホウホウ

				7		第2回インタビュー型学習支援（2019年3月7日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・中間の振り返りおよびアクションプランの改善
・パネリスト：海外講師および第1期生対象コーチ
・実施方法：①これまでの活動報告　②1 on 1によるインタビュー　③アクションプランの改善　④ディスカッション チュウカン フ カエ カイゼン カイガイ コウシ ダイ キセイ タイショウ ジッシ ホウホウ カツドウ カイゼン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン

				2019年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		第2回インタビュー型学習支援 欠席者フォローアップ（2019年4月11日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ケッセキシャ ネン ガツ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ
・中間の振り返りおよびアクションプランの改善
・パネリスト：第1期生対象コーチ
・実施方法：①これまでの活動報告　②1 on 1によるインタビュー　③アクションプランの改善　④ディスカッション ケッセキ シャ

				2		新規団体キックオフミーティング（2019年7月3日） シンキ ダンタイ ネン ガツ ヒ

						・事業説明
・アクションプラン作成

				3		第1回日本体育大学研修会（2019年7月4日～5日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルについて
・片上先生による講義
・ワークショップ：ケーススタディ カタガミ センセイ コウギ

				4		第1回インタビュー型学習支援（2019年7月6日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・ピアレビュー
・ファシリテーター：対象コーチ タイショウ

				5		海外研修プログラム 事前学習（2019年10月9日） カイガイ ケンシュウ ジゼン ガクシュウ ネン ガツ ヒ

						・海外研修プログラムの概要説明
・国立スポーツ科学センター館内見学
・オーストラリアに関する情報提供（インテリジェンスG）
・ワークショップ：研修を通した課題解決に向けて カイガイ ケンシュウ ガイヨウ セツメイ コクリツ カガク カン ナイ ケンガク カン ジョウホウ テイキョウ ケンシュウ トオ カダイ カイケツ ム

				6		海外研修プログラム（2019年11月2日～9日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・コーチングオブザベーション
・AISカンファレンス参加 サンカ

				7		第2回日本体育大学研修会（2019年11月19日～20日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルの振り返り
・効果的なファシリテーションとは フ カエ コウカテキ

				8		第2回インタビュー型学習支援および海外研修プログラム報告会（2019年11月21日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン カイガイケンシュウ ホウコクカイ ネン ガツ ヒ

						・HPSC内へ公開
・参加者よりインタビューおよびフィードバックを受ける
・海外研修プログラムの報告会 ナイ コウカイ サンカシャ ウ カイガイ ケンシュウ ホウコクカイ

				9		第2回インタビュー型学習支援 フォローアップ（2019年12月20日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・第2回インタビュー型学習支援欠席者のフォローアップ
・第1回～第2回研修会の振り返り、共有
・海外研修プログラムの報告 ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ケッセキシャ ダイ カイ ダイ カイ ケンシュウカイ フ カエ キョウユウ カイガイ ケンシュウ ホウコク

				10		第3回インタビュー型学習支援（2020年2月25日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・2018年度第1回インタビューと同様の設え
・パネリスト：第1期対象コーチ
・欠席者はスカイプで対応 ネン ド ダイ カイ ドウヨウ シツラ ダイ キ タイショウ ケッセキシャ タイオウ

				11		第3回日本体育大学研修会（2020年2月26日～27日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・本プログラムにおける学習の振り返り
・コミュニティーオブプラクティス
・講演：
　Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー） ホン ガクシュウ フ カエ コウエン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修
・合宿の企画・運営 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ ガッシュク キカク ウンエイ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン





PG簡略版

				2018年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		キックオフミーティング（2018年9月4日～5日）

						・事業説明
・アクションプラン作成、プレインタビュー ジギョウ セツメイ サクセイ

				2		第1回インタビュー型学習支援（2018年11月2日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン

						・事業開始からの活動の進捗確認 ジギョウ カイシ カツドウ シンチョク カクニン

				3		第1回日本体育大学研修会（2018年11月5日） ダイ カイ ニッポン タイイク ダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ

						・コーチングに関する6つの職務の振り返り
・講演：Pauline Harrison氏（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー）
・ワークショップ（現在直面している課題解決に向けて）、自己理解知識
 コウエン シ ゲンザイ チョクメン カダイ カイケツ ム ジコ リカイ チシキ

				4		第2回日本体育大学研修会（2019年1月6日～7日） ダイ カイ ニッポン タイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・講演：Penny Werthner氏（カルガリー大学キネシオロジー学部教授・学部長）
・海外の女性コーチ事例から学ぶ「ハイパフォーマンス領域の選手・コーチへの支援」
・トレーニング計画立案、スポーツ科学の導入 コウエン シ ダイガク カイガイ ジョセイ ジレイ マナ リョウイキ センシュ シエン ケイカク リツアン カガク ドウニュウ

				5		海外研修プログラム（2019年1月21日～26日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・Sprot for Life Canadian Sumitへの参加 サンカ

				6		第3回日本体育大学研修会（2019年3月5日～7日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・スポーツ科学の活用事例・活用方法
・スポーツ科学を活用したトレーニング計画の立案 カガク カツヨウ ジレイ カツヨウ ホウホウ

				7		第2回インタビュー型学習支援（2019年3月7日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・中間の振り返りおよびアクションプランの改善 チュウカン フ カエ カイゼン

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン

				2019年度 ネン ド

				集合研修プログラム シュウゴウ ケンシュウ

				1		第2回インタビュー型学習支援 欠席者フォローアップ（2019年4月11日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ケッセキシャ ネン ガツ ヒ

						・欠席者へのフォローアップ ケッセキ シャ

				2		新規団体キックオフミーティング（2019年7月3日） シンキ ダンタイ ネン ガツ ヒ

						・事業説明、アクションプラン作成

				3		第1回日本体育大学研修会（2019年7月4日～5日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガク ケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルについて
・片上先生による講義 カタガミ センセイ コウギ

				4		第1回インタビュー型学習支援（2019年7月6日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・ピアレビュー

				5		海外研修プログラム 事前学習（2019年10月9日） カイガイ ケンシュウ ジゼン ガクシュウ ネン ガツ ヒ

						・海外研修プログラムの概要説明、館内見学、オーストラリアに関する情報提供
・ワークショップ：研修を通した課題解決に向けて カイガイ ケンシュウ ガイヨウ セツメイ カン ナイ ケンガク カン ジョウホウ テイキョウ ケンシュウ トオ カダイ カイケツ ム

				6		海外研修プログラム（2019年11月2日～9日） カイガイケンシュウ ネン ガツ ヒ ヒ

						・コーチングオブザベーション
・AISカンファレンス参加 サンカ

				7		第2回日本体育大学研修会（2019年11月19日～20日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・プレゼンテーションスキルの振り返り
・効果的なファシリテーションとは フ カエ コウカテキ

				8		第2回インタビュー型学習支援および海外研修プログラム報告会（2019年11月21日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン カイガイケンシュウ ホウコクカイ ネン ガツ ヒ

						・HPSC内へ公開し、参加者よりインタビューおよびフィードバックを受ける
・海外研修プログラムの報告会 ナイ コウカイ サンカシャ ウ カイガイ ケンシュウ ホウコクカイ

				9		第2回インタビュー型学習支援 フォローアップ（2019年12月20日） ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ネン ガツ ヒ

						・第2回インタビュー型学習支援欠席者のフォローアップ ダイ カイ ガタ ガクシュウ シエン ケッセキシャ

				10		第3回インタビュー型学習支援（2020年2月25日） ダイ カイ ガタガクシュウシエン ネン ガツ ヒ

						・本プログラムの総括 ホン ソウカツ

				11		第3回日本体育大学研修会（2020年2月26日～27日） ダイ カイ ニッポンタイイクダイガクケンシュウカイ ネン ガツ ヒ ヒ

						・本プログラムにおける学習の振り返り ホン ガクシュウ フ カエ

				競技現場での実践的コーチングトレーニング キョウギ ゲンバ ジッセンテキ

						実践的学習 ジッセンテキ ガクシュウ		・強化現場におけるOJT
・海外研修
・合宿の企画・運営 キョウカ ゲンバ カイガイ ケンシュウ ガッシュク キカク ウンエイ

						知識獲得 チシキ カクトク		・ライセンス取得
・セミナー、カンファレンス参加
・大会および練習視察
・語学学習 シュトク サンカ タイカイ レンシュウ シサツ ゴガク ガクシュウ

						環境整備 カンキョウ セイビ		・育児サポート
・メンターとの面談 イクジ メンダン
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